
第六回栄区歴史双六探訪 副題栄地域史蹟探究
平成 17年4月11日（月） 栄図書館前9:50集合 雨天4月18日に順延

出発時間

1 0: 00 10: 15 1 0: 30 11 : 00 

栄図書館一永林寺（六地蔵・庚申塔群）ー公田名主北村家（原）一荒伯書社一

11 : 20 11 : 30 13: 00 13: 15 

慶岸寺跡一ひこしが谷戸横穴古墳群ー〔昼食〕ー公田名主須藤家跡一

13: 40 13: 45 14: 15 14: 20 14: 30 

富士塚山・猪落とし一富士塚山富士講碑一神明社一神明社跡一梵天社碑ー

14:40 15:00 15:20 

六十六部供養塔一古道紹介ー栄図書館〔解散〕

ひとくちメモ

①(1 3)栄図書館

何かに付けお世話になっています、区民の知識の宝庫です。

②〇曹洞宗桂谷山永林寺 栄図書館先右山裾・

慶長13年(1608)開山、本尊釈迦如来座像。脇道に六地蔵・庚申塔石造物群あり。

③O公田名主原家（現北村家）
公田村名主の一人、裏山に横穴古墳2基あり。

④〇荒伯誉社

小さな石祠、縄文時代から東北に多く足腰を守る神として信仰されている。東

北から来た鍛冶職人が祀ったのかもしれない。

⑤〇浄土宗大悲山撮取院慶岸寺跡

高速道路用地に指定され工事の準備が始まった、栄地域史研究会の方が僅かに

残された墓石の調査を終わらせた。

⑥0ひこしが谷戸横穴古墳群
何時の頃か、彦しろう某という武士が落ち延びて住み着いていたので、この名

が付いたという、この谷戸の長沼さん（鈴木サヨさんのご実家）の裏山に横穴古

墳群が現存する。 （屋敷脇にて昼食）
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⑦O公田名主須藤家跡
この家の前ではかむりものを取り長屋門に向かって頭を下げて通行したといわ

れている。

⑧〇富士塚山・猪落とし 公田と岩瀬の境界

岩瀬桂公田の人たちが良く集まっていた、春は共同で花見をしてといわれてい

る。猪を追い落とした穴がある。今は浅くなっている。

⑨〇富士塚山富士講碑

岩瀬桂公田の人たちの名前あり、万延元年(1860)と刻む

⑩〇神明社公田町445

桂、公田村の鎮守

⑪〇旧神明社跡

公田町415今は神主さんの住まいになっている。

⑫〇梵天社碑公田町198

昔疫病があり行者の勧めで祀ったという。

⑬〇六十六部供養塔公田町258

宝暦5年回国供養の一種66ヶ所の礼所に法華経を納める、六部さんという白装

束・白頭巾・錫杖厨子（経文仏像を納む）を背負う巡礼。ここの石渡家が講の中

心であったと思われる。

⑭〇古道紹介

七曲がりから北の大道茶道橋又は南の大道駒観堂橋を経てん川北岸を下り旧天

神橋を渡る、更に九川南岸を下り原（北村）名主の前を永林寺に進み同寺山裾を

廻ってバス道(3号線）をパチンコ店の横に渡る、 (3号線）の裏側の小道を女子大

の塀で左折岩瀬につながる道が桂公田の主要生活道の古道であった。この小道

に屋号を〔おちゃや〕という店があり往来の人にお茶を振る舞っていたという。

永林寺の山がこの古道の辺りまで続いていて (3号線）は後世掘削されたものだ

と土地の古老から伺っている。
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